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まえがき

既に 6回にわたり農村集団検診の成績から鈎虫 Carri-

erの実態を研究して発表してきた〈石崎弘 1955,1956, 

1957, 1959 a, b, 1960). 

今迄の結果を概括的にまとめると，鈎虫の寄生によっ

て人体は消化器系に直接作用を受けることを先づ第lに

明かにした．とれは第1報，第5報に述べたような消化

器系の自覚症状の調査及びX線小腸造影法による腸管の

機能的障害の確認によって示される．これらは何れも寄

生虫数に比例して増強する．

次に鈎虫の吸血により鉄欠乏性貧血が起り（第6報〉，

これに関連して代謝系（第2報〉や環循系（第5,6報〉

の障害が起るととが認められた．これらは寄生虫数とは

相関がなく貧血と相関があった．

しかし貧血から見た場合も自覚症状の内容から見た場

合も，ともに症状の発現には個人差は著しい．即ち Ne-

仰向ramericanus 300～1,000匹の寄生者においても，

10%内外の者は貧血も著明でなくまた自覚症状も殆んど

なく，逆に少数寄生ても症状の著しいものが認められる

〈第5報〉．われわれはとれを個人の措抗力の差によると

考えた．

そとて我々はこの措抗力を人体側の種々の要閃の集成

てあるとし，今回は措抗力の哀面の一因である感受性を

とりあげ，その個人による相違を調べてみた．との点に

関しては既に現在迄の報告で自党症状の発現と血清 γ－

globulin牙画の増加とは正相関があり（第4報〉，好酸球

の血中増加率はアレルギ一家系に多い傾向 on1,2報〉
がみられている．叉純粋のアレルギー症状として若菜

病（石原ら， 1953,1955）の存在も知られている．

ー従って今回は組織内に存在する感作抗体（reagin）と

抗原との結合にもとずく反応と考えられている皮内反応、

に焦点を合せ，アレルギーと関連のある histamine皮膚

感受性，血清 cholinesterase値， 血中好酸球数， 血清

γ－globulin分画等の測定を行ない，それと鈎虫症症状と

しての貧血及び自覚症状との関係を検討してみた．

研究対象と方法

1. 研究対象

昭和35年1月下句より 8月上旬にかけて千葉県船橋市

藤原町1丁目住民（学童以上〉及び静岡県吉原市川尻町

住民〈学童以上〉を対象に地域集団検診を行なった．受

診率は船橋てほぼ40%，吉原てほぼ90%であった．

皮内反応、の実施と鈎虫卵検査が必須条件なので，両者

を実施し得た者の数を調べると船橋 118名（男 63，女

55，受診全員〉，吉原 452c男 222，女 230，受診者の約
80%）であった．叉検便結果による鈎虫卵陽性率は船橋

24% (28名〉，吉原 7.5%(34名〉であった．

2. 研究方法

a) 鈎虫皮内反応

抗原製法：既に行なった鈎虫集団駆虫の際に，鈎虫成

虫 （Neeα如ramericanus）を鴻便法によって採集し，

直ちに冷蔵保存〈ー20°0）を行なった．これを冷凍乾燥

器て乾燥後粉末とし，次いで充分量の etherを入れた
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:soxhlet潅流装置により 8川問脱脂を行なった． との成

虫脱脂粉末に50倍容量のDP液（Dextrose45 g, Sodiu-

m bicarbonate 2 g, phenol 5 g，水を加えて1,000mlと

する； Unger,1933）を加え， 氷室内24時間冷抽出し，

とれを chamberland癒過器て漉過して保存した．用に

臨んで滅菌生理食塩水て、虫体乾燥量の 10,000倍に稀釈

して使用した． ミクロキェルダーノレY去による総N量は

15.9γ／ml, protein N 置は10.1γ／mlであった．

術式：上記使用液0.05mlをツベルクリン注射器て被

検者の前腕内側に皮内注射した．との際に生ずる膨疹は

直径5～6mmて、ある．

判定： 15～20牙後の即時反応を計測した．膨疹 ・紅量

の面積をなるべく簡単に且つ正しく表現するため長軸 ・

短軸の直径を計測し，その平均値をもって実測値とし

た．対照反応としては非特異性反応を知るために生理食

塩水0.05mlを， histamine感受性を知るために histami-

ne 1,000,000倍生理食塩水溶液 0.05mlをそれぞれ同

一前腕皮肉に注射して，その反応結果を計測した．

b）血清 cholinesterase値（Hestrin法〉

被検者の一部，鈎虫卵陽性者を含めて成人57名の肘静

脈より採血し， Hestrin法の市川変法（Hestrin,19 4 9；市

川， 1952）に準Uて血清 cholinesterase活性を測定し

た．とれは添加した一定畳の acetylcholineの中て牙解

された mg数をもって cholinesterase活性をあらわす

もので，次の操作による．

1）血清 0.2mlに Ringer液 0.4ml添加

2) その 0.4mlに 0.025M acetylcholine 3 ml添加

(37°0恒温浴中て1時間振替2し，充牙反応させる〉
3) その 0.2mlにアルカリ性 hydroxylamine4 ml 

添加（2 M hydroxylamineに 3.5N NaOH等量添加

後3時開放置したもの〉

4) とれに濃塩酸8倍稀釈液2ml前後を添加（pHを

1.2±0.2に補正する.Beckman pH meter使用〉

5) これに0.35M塩化第二鉄溶液（0.1N塩酸に溶解〉

2ml添加

6) 褐色に発色したものを円立光度計（EPO-B)540 

mμ て測定

以上の操作を血清を使用しない盲検液についても行な

い，両者の差より実際に破壊された acetylcholine量を

算出し，最初使用した血清 0.2mlの cholinesterase活

性（acety lcholineと等量〉を算出し，血清1ml中の活

性に換算表記した．

c) 血清蛋自分画
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i慮紙電気泳動法て行なった．血清 0.1mlを東洋鴻紙

に附芦させ，電圧 soov，電流 7.5mA，室温17°0, 6 
時間通電し， BromPhenol Blueて発色， densitometer

て各号画を定量した．同時に行なった血清蛋白量は目立

屈折計て測定した．

d) 血色素量

耳菜採血により血液0.02mlを採り塩酸 hematin法て、

発色させたものを円立光電光度計 470mμ て測定し，規

準曲線から計算により hemoglobin量を g/dlて、表記し

た．

e) 血中好酸球数

耳染血液塗抹標本を Giemsa染色し， 白血球 200個

を数え，好酸球出現率%を求めた．

f) 一般症状

住民の生前，方言等に則した出間形式を決め，著者の

一人石11時が被検者全員に同じ形式て質問した．症状のま

とめ方は，倦怠感 ・肩とり ・肢量 ・頭痛のいずれかが起

り易いと訴えたものを全身違和症状有りとし，動i季・息

切れ・冷え症・聴診上心音異常（機能性雑音・不整脈な

ど〉を循環系症状，腹痛 ・不痢傾向・中等皮の舌苔を消

化器症状に牙類し，疑わしいものは除外した．

g) 寄生虫卵検査

被検者に新鮮な便 3～ 5gを採便缶に入れて持参さ

せ，厚生省寄生虫検査指針に基ずき飽和食塩水浮滋法（1

木〉を行ない，集卵鏡検により鈎虫卵の有無を調べた．

研究成績

1. 鈎虫皮内反応の判定規準

皮内反応、の出現形式は1つであるが，その原因は

1）単なる機械的刺戟，非特異的反応， 2）薬理的反応，

3）抗原抗体結合の結果のアレノレギ一反応の 3つが考え

られる．従来はこれらを無批判に或いは経験的に膨疹 ・

紅量共に直径 5mm以内を陰性とし，それ以上5mm間

隔て±・＋・件・十社と牙けて論じていた．これでも比較

の目的には役立つが，皮内反応をアレルギ一反応、と考え

た場合には，真の陽性限界を決める規準にはならない．

そとて私達は先づ皮内反応陽性判定規準を考えるため

に，吉原地区被検者全員の皮内反応を直径により分類

し，横軸に直径，縦軸に出現率をとって作図すると第1

図のようになった．同一集団て行なった皮内反応であ

り，鈎虫抗原， histamineなどのすべての反応を記入比

較した．

この図をみると鈎虫抗原による反応牙布曲線は膨疹 ・

紅最共に 2峰性を示した．そして 211阜の谷聞は膨疹て 9
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mm附近，紅量て、20mm附近であった．との曲線におい

て直径の小さい方の｜｜峰は膨疹ても紅萱ても，ほぼ生理食

塩水による曲線と一致する．

次に第2峰は生理食塩水の反応群とは全く別個に分布

しているから，単なる非特異的な反応ではない．しかも

同時に行なった histamineによる反応が全例で1つの峰

を作っていることと比較すると，鈎虫反応は 2峰性であ

るから薬理的な反応ではない．結局乙の第2峰が抗原抗

体結合に起因する特異的なアレルギ一反応、群であると考

えた．

更に第2図によれば，吉原地区と船橋地区の鈎虫皮内

反応分布曲線の第111弘第2峰の位置は両者とも同一‘

て，鈎虫卵保有者の多い船橋ては第2峰が高くなってい

る．とれは第2峰に合まれる人達が鈎虫抗原に特異な反

応を示すととを表わしている．

上記のような理由から私達は鈎虫皮内反応の陽性限界、

を膨疹9mm，紅量 20mmにおいて成績を整理した．

2. 鈎虫卵保有者の皮内反応陽性率

前項の理由による陽性限界をもって鈎虫卵保有者（鈎・

虫抗原に対する感作抗体をもっ〉の皮内反応を，横軸に
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吉原地区，船橋地区の鈎虫皮内反応の比較第 2図
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鈎虫皮内反応と histamineio-5液皮内反応の相関第 1表

histamine 10-5液による紅量
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4. 鈎虫皮内反応、と血清 cholinesterase値

前項のように histamine感受性の高い人に鈎虫皮内反

応が出易いとすると， histamine感受性に関する考察が

必要となる．とれに関連して，同りくアレルギ一反応と

関係の深い acetylcholine牙解能を検討した．

第4図て膨疹の大きさと血清 cholinesterase値は逆相

関を示し，酵素活性の不全の一端を知るととが出来た．

5. 鈎虫皮内反応と血中好酸球数

アレルギー性疾患及び寄生虫性疾患時に好酸球の増加

は既知の事実であるが，乙れと鈎虫皮内反応との相関を

調べた．第5図は鈎虫卵保有者について紅量の大きく出

tラ
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設
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戸
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ぞ紅量直径，縦軸に膨疹直径をとって表わすと点として示

すととが出来る．第3図に示すごとく，両地区ともそ

の約80%は膨疹，紅量とも陽性限界以上にあり，どちら

か一方を規準にしても93%前後が陽性と判定された．し

かもとの限界を多少移動しでも結果に大きな影響はな

し＼

3. 鈎虫皮内反応と histamine感受性

アレルギー反応ては遊離した histamine及び histam-

-ine様物質の役割が重要視される．そとて histamine？と

対する皮膚感受性〈皮内反応による〉と鈎虫皮内反応と

を個々の人達について実施しその相関を調べた．紅畳に

ついての相関表は第l表の如くである．即ち反応、陽性限

界以下ては鈎虫反応と histamine反応とは何等の相関

もないが，限界以上ては正相関が認められた．とれは

-histamineに対する感受性の高い個体は， 鈎虫感染によ

り皮内反応陽性が強く出易いことを示している．との相

’関係数γ二＋0.3445，相関牙析法による有意性の危険率

、は 5%以下である．
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る群ほど好酸球増加者が多い．好酸球の増減は時間的な

要因て大幅に動揺し易いから，上の関係から鈎虫皮内反

応と好酸球数が正相関ありと推測することも可能であろ

う．

6. 鈎虫皮内反応と血清蛋白牙画

抗体の生成は血清’y-globulinと相関があることは既

第 5図
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第 4図鈎虫皮内反応と血清 cholinesterase値
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た知られており，鈎虫寄生のような感染症では免疫抗体

と感作抗体の両方が生成されると考えられる．感作抗俸

は主として組織中にあるが血中にも含まれるので，血清

γ－globulin量（g/dl）と皮内反応との相闘を調べてみた．

第6図によれば両者に相関関係を認めるととは出来なか
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状群と牙けてみた．

各群別に皮内反応陽性度（反応直径で表わす〉との相

関を調べたのが第2表である．鈎虫卵保有者群に対して

如何なる寄生虫卵も陰性の群をとり，両者における症状

出現率を比較した．との方法は質問形式その他の調査方

法による誤差を除くことが出来ると考える．

各種症状について対照群の症状出現率は，皮内反応、の

膨疹 ・紅最のいずれとも無関係であるが，鈎虫卵保有者

ては膨疹 ・紅最の大きさに比例して症状発現率が上昇し

た．この関係は全身違和症状と消化器症状において著明

てある．循環器症状は最大反応群に増加がみられた．

上記 3症状を一括して有症状者出現率としてみると，

第8図に示すように膨疹 ・紅最ともに症状発現率と正相

関が明瞭である．ことに最大反応群ては殆んど全例が有

症状者てあることは注目すべきであった．

対照群において皮内反応陽性者が存在するのは主とし

て感作抗体の存在を示すものと考えられているが，現在

の感染の存在とは必ずしも一致しない．従って抗体があ

第 7図

鈎虫良内反応と血清 γ－globulin値

O鈎虫卵保有者 ．陰性者

った． との結果は血中感作抗体は γ－globulinの一部を

なすに過ぎないためと思われる．今後の研究によって追

求すべき問題と考える．

7. 鈎虫皮内反応、と血色素量

アレルギ一反応に関する要因を追求してみると，皮内

反応、の大きさは個人のアレルギー性を或る程度代表する

ように思えるので，鈎虫症の著明な客観症状である貧血

と皮肉反応の強さとの関係を調べた〈第7図〉．今回の対

象ては著しい貧血者もなかったので断定は出来ないが，

ととでは皮内反応と血色素畳との間に相関を認めなかっ

た．

第 6図

8. 鈎虫皮内反応、と一般症状

既に第5報て、報告したように，鈎虫寄生による症状は

虫数と相関のあるもの（主として消化器系〉，賛血と相

関のあるもの（主として循環系〉，両者と相関のあるも

の（主として神経系〉の 8者に牙けられる．これを今回

は神経症状を全身違和症状群，他を消化器系，循環系症

( 75 ) 
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直径

第 2表 自覚症状と鈎虫皮内反応との関係

m立1

～6 卵陽性 0 
対照 60 

膨 ～9 卵陽性 12 
対照 82 

～11 卵陽性 19 
対照 36 

疹 ～13 卵陽性 14 
対照 23 

13～ 卵陽性 14 
対照 6 

～12 卵陽性 5 
対照 106
卵陽性 9 
対照 36 
卵陽性 30 
対照 45 
卵陽性 15 
対照 18 

紅
～24 

量 ～36 

～48 

人

員

有症状者

実数 % 

0 ( 0) 
32 (53) 
6 (50) 
47 (57) 
14 (74) 
20 (56) 
12 (86) 
15 (65) 
13 (93) 
0 ( O) 

0 ( 0) 
55 (52) 
6 (67) 
19 (53) 
24 (80) 
23 (51) 
15 (100) 
11 (61) 

全身違和症状

実数 % 

0 ( O) 
21 (35) 
6 (50) 
30 (37) 
12 (63) 
18 (5ο） 
12 (86) 
7 (30) 
11 (79) 
0 ( 0) 

0 ( O) 
37 (35) 
6 (67) 
12 (33) 
20 (67) 
19 (42) 
15 (100) 
10 (55) 

循環器症状

実数 % 

0 ( 0) 
10 (17) 
4 (33) 
20 (24) 
6 (32) 
8 (22) 

4 (29) 
5 (22) 
6 (43) 
O ( O) 

0 ( 0) 
25 (24) 
3 (33) 
5 (14) 
10 (33) 
8 (18) 
7 (47) 
5 (28) 

消化器症状

実数 % 

0 ( 0) 
13 (22) 
0 ( 0) 
24 (29) 
5 (26) 
11 (30) 
2 (14) 
3 (13) 
6 (43) 
0 ( O) 

0 ( 0) 
22 (21) 
0 ( 0) 
11 (30) 
9 (30) 
13 (29) 
4 (27) 
8 (44) 

% 
100 

80 

症

円
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n
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第 8図鈎虫皮内反応と自覚症扶出現率
白：陰性者黒：鈎虫卵保有者

つでも抗原侵入がなければ症状は起らないわけであるか

ら鈎虫卵（他の虫卵も〉陰性群ては鈎虫皮内反応の陽

性皮と症状は無関係である．図によれば虫卵陰性群の自

覚症状出現率はほぼ一定て，皮内反応とは無関係てあ

る．故に鈎虫寄生によって増加する症状とは鈎虫卵保有

者群の症状出現率から対照群のそれをヲlいたものとみて

よいであろう．

考按

アレルギー性抗原抗体反応の検査として皮麿反応は重

要視されているが，皮庖反応、自身としては非特異的に例

えば生理食塩水によって， 薬理的には例えば histamine

によっても起る．従って皮屑反応、同身から特異性，非特

異性を云々するためには，先づ反応の強さの判定規準を

どこに置くかという問題が起ってくる．

従来の判定方法は膨疹 ・紅量の直径叉は面積を測定

し，直径て 5mm間隔て区切り膨疹乃至紅丑lOmm以上

を反応陽性とするもの（Urbachの基準， Urbach,1946 ; 

羽里 ・鳥居， 1950），膨疹だけに価値を与えて注射直後

と15牙後の直径の腫脹差 3mm以上を問題とするものと

（横川ら， 1955; Beye et al., 1956），同じく膨疹7mm

を限界とするもの（沢田， 1960）などがあり，基準は区

々である．これらはいずれも経験に基ずいて割出したも

ので，確実に感染者群が出る最小限界，確実に非感染者

群に出る最大限界を比較して妥当な線て陽性判定限界を

決定しているようである．

私達の場令は，前田らく1958）がツベノレクリン反応、〈ア

レルギー性遅延型皮府反応〉の解析に試みて成果をあげ

た方法を採用して，地域全員を対象に集団検診を行な

い，統計的処理により陽性判定限界を決定した．

しかしとの限界は今のところ私達の今回の対象につい

てだけである．普遍的に言うには更に沢山の実験を要す

る．

鈎虫粗抗原を使用した皮肉反応において，鈎虫卵保有

者は殆んど全員が陽性を示したことは私達の限界に意義

を与える．しかし鈎虫卵陰性て皮内反応陽性の場合はs

( 76 ) 



解釈は2つある．鈎虫感染の既往があるが現在治癒（自

然治癒も含む〉している人述と非特異性に皮膚過敏性を

有する人達である．前者の存在は論をまたないが，後者

がどの程度に含まれるかは今後の問題である．しかし常

設的に考えれば前者の数が多いことは想像可能て，との

点疫学的に興味がある．

皮内反応と histamine感受性，血清 cholinesterase

値，及び血中好酸球数の関係は，当然の事ながら鈎虫症

症状の個人差を体質的立場からAょうとするものにとっ

ては興味がある．第lに鈎虫感染によって皮内反応が陽

性になった場合の反応の強さは個人の全身反応の代表的

指標てあり，体質的要素を可成りに含むものである．第

2にアレルギ一反応において出現する histamine,ace-

tylcholineなどのショック物質を破壊する能力は，血清

cholinesterase等の酵素系にあるわけで， アレルギー性

疾患の代表である気管支哨息の忠者の血清 cholinester-

ase伯が減少するζ とは既に知られているく中村， 1956;

森沢，1958）.今回の成績ても酵素系の不全を示す結果を

得た．

次に血清 γ－globulin量と皮内反応の聞には相関が認

められなかった．一般に鈎虫症のような感染性疾患では

免疫抗体と同時に感作抗体が出来ると考えられる．今回

の皮内反応結果ては感作抗体の春在は示すが量的関係ま

で示すかどうかは明かにしえない．単なる γ－globulin

量からはアレルギ一反応の量的な解釈は引き出せなかっ
・4ドー
i、一
また，アレルギー性反応の一つの指標である皮内反応

と鈎虫症の症状との相闘を調べると，貧血との聞には相

関は認められないが，自党症状とは明らかに正相関がみ

られた．とのととは皮内反応て代表されるア レルギ」感

受性と鈎虫寄生によって起る自覚症状とが結びついてい

ることを示すものである．一方貧血が相関を示さないこ

とは，アレルギー以外の要因，特に鈎虫の吸血が関与す

るからで，既報の造血系の拾抗活動と結びついて変動ず

るべきものだからであろう．

要約

千葉県船橋市藤原町の農民 118名，静岡県吉原市川尻

町ゐ住民 452名の地域集団検診〈住民全員を日標〉にお

いて，鈎虫反応（1万倍液，0.05ml皮内）， histamine 

皮内反応（100万倍， 0.05ml皮内〉，血清 cholinesterase

値，血清蛋白牙画定量，血中好酸球数，血色素早ー，一般

症状等の検査を行ない，鈎虫症のアレルギー的解析を行

たった．

( 77 ) 
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1. 鈎虫皮内反応の大きさ（直径〉の頻度牙布曲線は

両地区共に2峰性であった．第1峰〈直径の小さい方〉

は生理食塩水による膨疹 ・紅量の牙布とほぼ一致するの

で非特異性反応群と考える．第2，，阜（直径の大きい方〉

は鈎虫感染率の高い船橋地区に増加しているので，鈎虫

皮内反応におけるアレルギ一反応群と考える．それ故第

1峰と第2峰の谷聞を皮内反応陽性限界とすると，私達

の例ては膨疹9mm，紅量 20mm （直径〉であった．

2. 鈎虫卵保有者の鈎虫皮内反応、に対する陽性率は，

船橋，吉原地区ともよく似ており，膨疹 ・紅最とも限界

を超えて陽性と判定されるものはほぼ80%，どちらか一

方だけ陽性のもの約13%，いずれにも陰性のもの約7%

であった．

3. 鈎虫反応陽性者てはその反応の大きさは histarni-

ne感受性と正相関を示し，histamine感受性の強いもの

が感染を受けると反応が強く出る．

4. 血清 cholinesterase値と鈎虫皮内反応膨疹の大き

さとは逆相関を示す．即ちアレノレギ一反応時に遊離する

ショック物質を牙解する酵素系の不全の存在を疑わしめ

。－
5. 血中好酸球数は皮肉反応紅琵：の大きさと正比例し

て土台加する可能性を示した．

6. 抗体生産と関係を有する血中 γ－globulin量と皮

内反応とは相関がなかった．

7. 自党症状を中心に考えた一般症状て、は，鈎虫保有

者の場合に膨疹 ・紅世の大きさと症状発現が正比例し，

特に大きく反応する群ては殆んど全昨が何らかの症状を

もっ．症状別ては全身違和症状，消化器症状とよく相関

があり，循環器症状との相関はさほど明瞭てない〈対照

群ては皮内反応と症状は全く相関がみられない〉．

8. 鈎虫症状の重要な1つである貧血は皮内反応と相

関が得られなかった．

9. 結論として鈎虫症における症状発現の重要な要因

としてアレルギ｝現象の関与がある．勿論アレルギー的

観点からすべてを説明するととは出来ないが，体質的素

因としてアレルギー感受性の大小が症状発現に影響する

と思われる．

稿を終るに臨み，立案計画に御指導を戴いた東大物療

内科大島良雄教授，ならびに調査にあたり絶大な御援助

を戴いた静岡県衛生部長須川豊氏，衛生部高橋坦博士，

吉原市長金子彦太郎氏，吉原市役所衛生課長松井正氏，

衛生課各位，川尻町1丁目町会長鈴木知夫氏， 2丁目町
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会鈴木真一氏，及び町会幹部，婦人会各位，吉原保健所

職員各位に謝意を表します

本論文は昭和35年 6月，第29回日本寄生虫学会総会

に発表した
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CLINICAL STUDIES ON THE HOOKWORM CARRIERS (7l 

ALLERGOLOGICAL ASPECT OF THE SYMPTOMS PRODUCED BY 

HOOKWORM INFECTION 

TATSUSHI ISIZAKI, HARUHllくO KUTSUMI, MITSUYOSHI IくUMADA,YOSHITAKA KOMIYA, 

(Dφartment of Parasitology, National Institute of Health, Tokyo, Japan) 

HIDENARI ARAKI, 

(Deρartment of Physical Therapy & Internal !lfedicine, Faculty of J..1edicine, 

Tokyo University, Tokyo, Japan) 

HISAO TAKAYAMA, KANECO OKADA, 

(Department of Clinic, Institute for Infectious Diseases, Tokyo Universiむら Tokyo,Japan) 

SHIGEO NOZAKI 

(Yoshiwara Health Center, Yoshiwara City, Shizuoお Prげecture,Japan) 

The present investigation was set up to study the allergological analysis of hookworm 

-carriers. Intradermal tests with Necator americanus and histamine, determinations of cholines-

terase activity and protein fractions in serum, and measurements of eosinophilic leucocyte and 

hemoglobin in blood, were carried out in hookworm carriers and in control group. Symptoms 

-caused by hookworm infection were evaluated from the results obtained from both groups. 

The worm used in antigen preparation was collected from the feces of the patients treated 

with Alcopar. This material was washed in saline and dispensed into ampules, shell-frozen in 

alcohol-C02・ice, then dried and sealed in vacuo. The powdery material was washed with 

'SU伍cientether to remove the fats for 8 hours by the aid of Soxhlet extractor. 

This was extracted with 50 parts of D.P. solution (45 g of Dextrose, 2 g of Sodium bicar-

bonate, 5 g of phenol, dissolved in distilled water and made to 1,000 ml) for 24 hours at 5°C. This 

solution was passed through a Chamberland filter. This stock extract was kept in ice box and 

.diluted with a saline when used. 

Intradermal injections of 0.05 ml of a 1: 10,000 dilution of antigen extract and 0.05 ml of 

a 1 : 1,000,000 dilution of histamine were made on the anterior surface of the left forearm. 

The wheal and erythema obtained were measured in 2 directions 15 minutes after the injection 

and the average of the 2 readings was taken as the diameter of the wheal and erythema respec-

tively. 

1) A reaction was considered positive if the test wheal and erythema had showed, in 

average, diameter over 9 mm  and 20 mm by the end of 15 minutes respectively, through the 

analysis of their distribution. 

2) The intradermal tests with hookworm antigen on 62 cases of hookworm carriers who 

had been detected with brine floatation technique, showed a positive rate of 93 per cent. 

3) A significant positive correlation between skin sensitivities to hookworm antigen and to 

histamine was observed in the group of hookworm carriers. Similarly, a signi五cantnegative 

.correlation between the wheal diameter due to hookworm antigen and the activity of cholineste-

rase in serum was observed in hookworm carriers. 
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4) The eosinophil count in hookworm carriers increased in company with the increasing 

in diameter of erythema with hookworm antigen. 

5) There were no significant correlation between skin sensitivities to hookworm antigen 

and gamma globulin percentages in both groups of carriers and control. 

6) A signi五cantpositive correlation was observed between diameter of both wheal and 

erythema and manifestation of symptoms in the hookworm patients. On the contrary no correla-

tion was observed in the control group. Complaints of symptoms occurred in every persons who 

showed a positive reaction to hookworm antigen over 11 mm  of wheal or 13 mm  of erythema 

respectively. 

7) There were no signi五cantcorrelation between the results obtained from the intraclermal 

test with hookworm antigen and the anemia of the patients. 

8) As the general conclusion it was suggested that sign and symptoms of hookworm 

carriers were affected by the presence of allergic constitution of the carriers. 
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